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読書メモ
日本国記　　-私たちは何者なのか-　百田　尚樹（ひゃくた　なおき）　幻冬舎　
（1956年、大阪市生まれ。同志社大学中退。放送作家として「探偵」「ナイトスクープ」などのテレビ番組で活躍後、2006年に「永遠の0」で作家デビュー。2013年に「海賊とよばれた男」で第10回本屋大賞を受賞。）
1.この本を読むきっかけ。
以前、映画にもなり話題となった「永遠の0」、「海賊とよばれた男」は、かなり印象に残った作品であった。この作家の書いた著書（2018年11発行）が最近ベストセラーになっているとのことを知り（初版30万部）読んでみようと思った。　
２．編集者（有本香氏）の言葉：
編集者のコメントの抜粋（下記）が、この本全体の主張を言い表しているように思う：
「私たちは、何者なのか」この深遠な問いに、作家・百田尚樹さんが答える。本書はそんな一冊です。当代一のストーリーテラーである百田さんが、渾身の筆で紡ぎだした「日本人の物語」を一人でも多くの方に読んでいただき、この本をもとに会話を広げていただきたい。そう思いながら編集しました。
　「日本」という島々では、神話とともに国が始まり、その後、人々が、まるで大きな家族のように暮らしてきました。家族のようだからこそ、人々は、ときには激しく争い、しかし、災害や」外敵が迫りくれば力を合わせて立ち向かい、懸命に国を守ってきたのです。
　色とりどりの細い糸が合わされて一本の太く長い糸になってきたかのような「日本の歴史」。
その先端に立っているのが、今を生きる私たちです。日本の歴史を知ることは、すなわち、自分自身を知ることでは、ないでしょうか。
３．全体としての感想：
①著者は、歴史の専門家ではなく、史実を捉える価値観は、右寄りに偏っているようにもみえる。本書はそのような作品であり、物語として良く出来ていたとしても、資料として参照するのは若干問題があるかもしれない。しかし、このような書籍が出版されたこと、このような書籍が社会現象と呼べるレベルで売れていることは、注目すべきと思う。―＞後書きにもあるように、本書をきっかけに議論が展開されることに意味があるのではないかと思う。
②分厚い本であるが（509ページ）構成としては、各時代ごとに14章に分かれており、中ほど（229ページ目）より第7章「幕末～明治維新」が始まる）。本書の重点は、幕末以降の近現代史に置かれている。―＞この部分は普通の教科書には書けないことがたくさん書いてある。

③体裁としては歴史書になっているが、学術書とは異なり、取り上げているトピックそれぞれがストーリーとして書かれているので、非常に読みやすい文体となっている。
―＞一大日本歴史大河ロマン小説のように思える。

④作者は、本書で2000年を振り返る膨大な作業を通して、日本人の誇りを取り戻すことを呼び掛けている。
たとえば、結びの一節で：「50年後、はたして日本はどのような国になっているだろうか。私はその姿を見ることは叶わないが、世界に誇るべき素晴らしい国家になっている事を願いながら、筆を擱く。」―＞以前、読んだ台湾の李登輝氏の著書（武士道）にも同じような内容が書かれていたようにも思う。
⑤自分が何者であったかを知ることは、編集者の述べているように、アイデンティティの確立につながる。1,800年前に書かれた『魏志』「倭人伝」には「日本人は盗みをしない、風俗が乱れていない、争いごとは少ない」と記されていたそうである。―＞無人の野菜販売所、無人の駐車場があるような今の日本人はそうしたルーツの上に立っているのではないだろうか？
⑥古代の日本は、なぜ「倭（わ）」呼ばれていたのか、邪馬台国は大和朝廷なのか？など記録に残っていない数々の謎が筆者の考察によって紐解かれて小説を読んでいるような感じがして読みやすい。
たとえば：「倭（わ）」については、魏の国に赴いた使節が自分たちのことを「わ」と言ったのではないか（日本人は昔も今もの自分たちのことを「われ」「わし」「わがはい」「わたし」「わが」「わい」などと言う。
―＞なお、それらには、「歴史的事実」、「筆者の推論」、「他の研究者らの論」などが明確に明記されており、分からないことははっきりと分からないと述べられている。また、文言としても「あくまでも推測である」と表現しており、慎重かつ謙虚に日本史を探っていこうとい姿勢は、好ましいと思う。
⑦本書は「紀」という文字が使われているとおり、物事の筋道、考え方を記した著作と思われる。―＞日本国とはどのような国であるか、歴史を通して日本人の心のありようを考える書になっているように思われる。
４．内容・構成：
第１章　古代～大和政権誕生
第2章 飛鳥時代～平城京
第3章 平安時代
第4章 鎌倉時代～応仁の乱
第5章 戦国時代
第6章 江戸時代
第7章　幕末～明治維新
第8章　明治の夜明け
第9章　世界に打って出る日本
第10章　大正から昭和へ
第11章　大東亜戦争
第12章　敗戦と占領
第13章　日本の復興
終章　平成
いくつか気になった部分をピックアップすると：
ＧＨＱの対日占領政策：
第12章（敗戦と占領）の中で、ＧＨＱの行った対日占領政策が紹介されており、著者が、問題と指摘しているのが、日本国民に「罪の意識」を徹底的に増えつける「War Guilt Information　Program:　WGIP」である。これは、「戦争についての罪悪感を日本人の心に植え付けるための宣伝計画」である。ＧＨＱが命じた禁止事項の主なものは、次の3つである。－＞現在私たち日本人が持っている自虐思考は、アメリカのＣＨＱによって巧妙に植え付けられ教育された影響がとても大きいと指摘している点は、要検討である。

禁止事項として：
1 ＧＨＱに対する批判
2 東京裁判に対する批判
「罪刑法定主義」という近代刑法の大原則に反するものであった。過去の日本の行為を、後から国際法らしきものを作って裁いた「事後法」による判決である。
　ただ、この裁判の判事の中で、国際法の専門家であったインドのラダ・ビノード・パール判事は、戦勝国によって作られた事後法で裁くことは国際法に反するという理由などで、被告者全員の無罪の主張をした。
3 ＧＨＱが日本国憲法を起草したことに対する批判
民政局のメンバーが都内の図書館で、アメリカの独立宣言文、ドイツのワイマール憲法、ソ連のスターリン憲法などから文章を抜き出してわずか9日間で草案をまとめあげた。彼らの中には、憲法学を修めたものは、一人もいなかった。なお、アメリカを含む世界44か国が調印している「ハーグ陸戦条約」には、「戦勝国が敗戦国の法律を変えることは、許されない」と書かれているそうである。
また、「大東亜戦争」という言葉も禁止され「太平洋戦争」という名称を使うことが命じられた。
朝日新聞が生み出した国際問題：
戦後、朝日新聞が生み出した国際問題として、3つのことが書かれている。
それは、「南京大虐殺の嘘」「朝鮮人従軍慰安婦の嘘」「首相の靖国参拝への非難」である。
例えば：
371ページ目：
「昭和四六年（1971）、朝日新聞のスター記者だった本多勝一が「中国の旅」という連載を開始し、そこで「南京大虐殺」を取り上げ、日本人がいかに残虐なことをしてきたかを、嘘とデタラメを交えて書いたことがきっかけとなったのだ。　この時、本田の南京滞在はわずか一泊二日、「南京大虐殺」を語った証言者は中国共産党が用意したわずか四人である。後に本多自身が「『中国の視点』を紹介することが目的の『旅』であり、その意味では『取材』でもない」と語っている。
　（中略）
本多勝一の記事が出るまで、毛沢東も周恩来も中国政府も、一度たりとも公式の場では言及したことはなく、日本を非難しなかったにもかかわらずだ。それ以前は、中国の歴史教科書にも「南京大虐殺」は書かれていなかった。」

466ページ目：
「朝日新聞が生み出したもう一つの嘘は、いわゆる「従軍慰安婦」問題である。昭和五七年（1982）、朝日新聞は吉田清治という男の衝撃的な証言記事を載せた。（中略）以降、朝日新聞は吉田証言だけでも十八回も記事にしている。ちなみに「従軍慰安婦」という言葉は、戦後、元毎日新聞社の千田夏光（本名、貞晴）らによって広められた造語である。（中略）吉田自身も平成八年（1996）の「週刊新潮」のインタビューで、「本に真実を書いても何の益もない」「事実を隠し、自分の主張を混ぜて書くなんていうのは、新聞だってやっている」と捏造を認めていた。」
―＞なぜ、日本を代表する一大新聞社がこのような報道をしたのであろうか？これは、現在にも波及している国家間の大問題となっている。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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